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Chufu-compass
 Ⅰ学習する力

 Ⅱ考える力

 Ⅲ 新しいことに
     　  挑む力

 Ⅳ やり遂げる力

 Ⅴ-1 理解する力

 Ⅴ-2 伝える力

Ⅵ 協力する力



項目例Ⅱ-０１：課題発見
①何も足りないものはないと感じている
【問題行動】　  　
②与えられた課題は正しく理解できているつもり
である【指示待ち行動】
③与えられた課題だけでなく、新たな問題点を
見つけようとしている【自主的行動】
④与えられた課題だけでなく、自ら新しい課題を
設定することができている

【自律的行動】



調査概要〜第１回〜
【実施時期】2018年7月〜10月
【調査対象】有効回答者数合計：2,101名
   中央大学附属（849名）１・２年生全員+３年生理系クラス　

本校卒業生（理工学部）38名
【協力校】◆都立A高等学校（SSH経験校598名）

      ◆都立B高等学校（現SSH校616名）

【調査方法】Chufu-compassによるアンケート方式



１回目の
調査結果





トランジション
調査との関連



10年ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ調査結果
要点 1

高校2年生の半数は、さほど資

質・能力を変化させることなく大

学生になる

◆資質・能力は、高校2年時から

大学1年時にかけて変改しない

者が47〜60％見られた。成長し

た者はわずか23〜24％に過ぎ

なかった。

要点 2

高校2年生の家庭学習や対人

関係・コミュニケーション、キャ

リア意識が、大学1年生時の資

質・能力を含め、さまざまな側

面における学習に影響を及ぼ

す

◆大学1年時の学習態度は、

高校2年時の回答と相関。



高１ 高２ 高３ 卒業生

高１・高２はLv.２以下に
大きく偏っている



高１ 高２ 高３ 卒業生

トランジション(移行)が
スムーズに進んでいない



高１ 高２ 高３ 卒業生

【仮説】高2までの過ごし方が
    生徒の資質・能力伸長の肝。



２回目の
調査結果



調査概要〜第２回〜

【実施時期】2019年1月〜3月
【調査対象】有効回答者数合計：2238名
   　　　　  ◆中央大学附属高等学校（1058名）全員

【協力校】◆都立A高等学校（SSH経験校566名）

      ◆都立B高等学校（現SSH校614名）

【調査方法】Chufu-compassによるアンケート方式



１回目と２回目
学年別比較



新高２・高３経過を比較
→教科教育の現実

LV1  LV2 LV3 LV4

新
高
２

新
高
３



新高２・高３経過を比較
→現高３のみLv.３増加
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教養総合Ⅰ
講座別比較



教養総合Ⅰ講座別比較
→伸びる項目に特徴あり

LV1  LV2 LV3 LV4
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学びに向かう力は
探究学習で伸びる



そこで



探究学習を
支援する

考具の開発



探究マップ
Light





探究の問いを
付箋で深堀り



まとめ
学びに向かう力は
測れる。育める。


